
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうだったのか！講演会「世界地図はひとつではない」 

                                   池上 彰 

 

NPO 法人 M・I・T・O ２１の発足を記念して、5 月

30 日(土) びよんどにおいて、ジャーナリスト池上彰さ

んを講師に迎え、「そうだったのか！講演会」を開催し

ました。 

元 NHK 記者で、「週刊こどもニュース」の初代お父さ

ん、現在はフリージャーナリストとして新聞や TV で活

躍中の池上さんの、講演「世界地図はひとつではない」

には、小学生から年配者まで幅広い年代層の約 300 名の

市民の参加がありました。 

 

池上さんは、各国の世界地図を掲示して、「どこの国でも自国を中心とした世界地

図を作っていること」、「その国の政府の方針により地図が変わってしまうこと」な

どを、具体例を話しながら説明されました。 

また地球温暖化問題にも触れ、温暖化による異常気象が食糧不足を招き、環境問

題が大きな紛争に発展していくとも話されました。 

時折ユーモアを交えてのわかりやすい話に、参加者は 

「そうだったのか！」と…。 

アンケートにも、「そうだったのか！講演会のパートⅡ」

を要望する声や、M・I・T・O ２１に対する期待が多く

寄せられました。 

  (兼子 記) 
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講師 池上彰さんの講演風景 
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NPO 法人 M・I・T・O ２１理事長あいさつ 

                         理事長 黒澤 輝子 

 

この４月から NPO 法人「M・I・T・O ２１」がいよいよ本格的な

活動を開始しました。  

設立記念講演会として池上彰氏による「そうだったのか講演会」を

開催して、たくさんの市民の参加をいただき好評を博したことはご承

知のとおりです。 

振り返ってみれば、2001 年 9 月に水戸で開催された第１８回日本

女性会議を契機に、私たちは熱い思いで男女平等社会の構築につい

て語り合いました。 

そして「ポスト日本女性会議みと２００１」としてその思いを継承し、更に NPO 法人「M・I・

T・O ２１」として今日にいたったということにひとつの意義を覚えます。 

私たちの活動の目的は男女平等社会の実現をめざすということです。文字にすれば大変難し

そうにみえますが、それはきっと誰もが当たり前のことを当たり前にできるようになるという

ことなのかもしれません。自分の責任においてしなければならないことをする、難しいことで

はなくできることから、私たちはまずはそこからはじめましょう。 

心をひとつにして事にあたるには、活動の拠点となる場所があったらと考えるこの頃です。

先進的な活動をしている都市を訪れる度に感じるのですが、私たちのみならず、他のいろいろ

な団体がいっしょになって情報交換や交流ができる拠点があったら水戸もまた一歩進んだま

ちになることでしょう。 

 

 

 

NPO 法人 M・I・T・O ２１設立に寄せて 

                        静間 敏子 

 

1995 年阪神・淡路大震災の年、多くの援助ボランティアや支援グループがつくられ、組織

化されたのが NPO の元年です。 

 以来 15 年 NPO は生活のすべての分野に広がっています。それらを分類してみますと保健・

医療・福祉(38％) 環境(11％) 学術・文化・芸術・スポーツ(10％) 子どもの健全育成(9.8％) 

まちづくり(9.7％) 社会教育(6.7％) 国際協力(４．５％) 人権・平和(2％) 男女共同参画

(1％)という割合になっています。(澤田明 草の根 NPO 運営術 2006 年) 

 私たち M・I・T・O ２１の目的は「男女平等参画社会を目指す」ことであり、少数派ながら  

ミッションを掲げて旗揚げをしました。 

 ミッション（使命）とはビジョンやドリームとは異なり、その実現のために戦略を立て活動

し、成果を挙げることを意味します。これは、企業が利潤の追求を最大の目的とするのと大き

く違っている点です。今、日本は百年に一度という世界的不況に巻き込まれ、雇用、教育、医

療、福祉など社会のあらゆる所で混乱が生じ、格差が生まれてきています。また、性、国籍、

貧富、障がいの有無などに起因する不平等が目立ち、ことに男女の意識のずれから生じる不合

理な問題が私たちを苦しめています。 

 先日 池上彰氏の講演にもふれられたように、当たり前と信じていた古い思いこみを見直し、

グローバルな視点から学習しつつ、社会への貢献というミッションを地道に進めて行かなけれ

ばならないと思います。 

 

理事長 黒澤 輝子 



 

 

 

NPO 法人 M・I・T・O ２１設立に寄せて 

                   青山 敦子 

 

 ＮＰＯ法人設立おめでとうございます。  

 皆さんと一緒に開催し感動を分かち合った日本女性会議からもう８年が過ぎましたが、その

時の記憶は今でも鮮やかに脳裏によみがえって参ります。現在はカナダに在住し、数十年ぶり

に学生生活を経験していますが、新鮮な楽しみも味わった反面、言葉の苦労もあり、水戸での

日々を懐かしく思い出すこともしばしばです。  

 そのようなカナダでの生活ではありますが、時々はっとさせられるほどこの国の人権意識の

高さに気づかされることがありますので、その一つの事例を紹介してお祝いのメッセージとさ

せていただきます。 

 法の下に個人は平等であるということは、カナダに限らず日本でも当然の事ですが、しかし

理念はそうであってもそれをいかに現実社会に浸透させていくかということは、大きな課題で

す。多分カナダにおいてもそれは容易な事ではなかったのかもしれませんが、それだけに国が

法律を作ってそれを徹底させている姿には感心させられるものがあります。その法には、人種、

国籍、肌の色、宗教、性別、年齢、心身障害について差別してはならないということが明記さ

れています。それを受けてカナダでは企業が人を採用する場合、履歴書に写真を貼ることも、

性別、年齢、国籍を書くことも一切認められません。また、面接においてもそのような質問を

することは一切許されません。その人の教育、職歴、技術、能力だけが人事採用のポイントだ

そうです。また、理由は定かではありませんが、企業の人事採用責任者は多くが女性であると

いうことも興味深いことです。  

 このようにして、法律のみならず日常生活に至るまで強い人権と平等の意識を喚起し続けて

いるカナダには、個人としての尊厳を最優先にした平等社会の実現を目指すＭ・Ｉ・Ｔ・Ｏ 

２１の理念と一致するところが多いと感じている次第です。  

 Ｍ・Ｉ・Ｔ・Ｏ ２１の新門出に当たり、組織の着実な発展とその趣旨、理念が実現される

よう願ってやみません。 

 

 

 

 

―M・I・T・O ２１は共感しあえる仲間― 

                田山 和子 

 

刻々と社会をとりまく状況は変化していて、時代は同じところには留まってはいません。  

尖らぬ「男女平等参画」の穏やかさは、日々の生活への敬意と人間への賛歌です。それは自律しな

がらも WITH,TOGETHER の精神性を高め、自立したひとり一人ができる事を淡々とやり、責任

を果たす穏やかさです。 

「男女平等参画」の向かう方向は社会の制度やしくみ、慣習であって男性に向かうものではな

いことを再確認したいと思うのです。その人らしく生き、働ける社会を目指すことこそ共感を呼ぶ

からです。 

地球上に住む人間として誰もが互いに協力すべきパートナーであり仲間でありチームなのです。 

その身近な共同体にこそ幸せのヒントがあると思っています。  

 

 



 

 

 

 ２月２１日に水戸市主導で南町自由広場(ユニー跡地)の活 

2 月２１日に水戸市主導で南町自由広場(ユニー跡地)の活

用を考え、まちなかの賑わいを生み出そうと始まったフリー

マーケットですが、「黄門さん・青空マーケット」と名づけら

れ実行委員会が立ち上がりました。NPO 法人 M・I・T・O ２

１はフリーマーケットの事務局として企画運営を担うことに

なりました。 

企画運営は出店者に開催を告知して、出店希望を取り、開

催日までに出店者に出店証と、注意事項の文書を送付します。   

当日は９時半受付け開始です。受付は NPO 法人 M・I・T・O ２１のメンバーが担当します。 

４月、５月、６月と天候に恵まれ、暑い日ざしの中でしたが、出店者同士の交流も生まれてきま

した。最初は駐車料金のブーイングもありましたが、来場者も増えつつあり、フリーマーケットの

会場では、地域情報の伝達の場として、デジタル放送への相談コーナー、発表ステージではフラダ

ンスなどのパフォーマーがにぎやかにしてくれます。  

私たちも“びよんど”の公開講座の PR や消費生活センターのオレオレ詐欺ご用心などのチラシ

配りをしました。５月３０日の「そうだったのか講演会」のチラシは市民に向け、たくさん配りま

した。６月は水戸市商工会議所のワゴンセールも同時開催され、３時の終了時まで来場者でにぎわ

いました。９月からまた第二土曜日の午前１０時から午後３時まで開催されますので、ヒューマン

ライフシンポジウム 2009 の PR を会場でする予定です。 

出店者からいただく出店料は NPO 法人 M・I・T・O ２１の事業収入になりますので、毎回晴天

を祈って準備を重ねております。   事務局報告 

 

 

 

 

 

 

開催日時 平成 21 年 9 月 26 日（土） 

会  場 水戸市民会館 

     TEL 029-224-7521 

開  場 １２時３０分 

開  演 １３時 ～ １５時３０分 

入  場 無料 

 

 主催：水戸市 企画運営：NPO 法人 M・I・T・O ２１ 

後援：NHK 水戸放送局 
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編集後記  

題名のウエーブ=Wave は活動のうねり、波、勢い

をあらわした言葉です。NPO 法人の当組織の活動理

念を伝えたいと命名しました。社会の流れの中での

うねりもまた楽し。＊会員募集中＊ 

 

 

 


